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   A 24-year-old female with infected urachal cyst is reported. She was admitted to the 
hospital with complaints of a lower abdominal mass, abdominal pain and cystitis symptom. 
Brownish pus discharges from her umbilicus were recognized by manual compression of the 
lower abdominal mass. Cystoscopy revealed a small orifice at the dome of the bladder, and 
pus discharges from this orifice. 
   A pooling of contrastmedium (8x2.5cm) under the umbilicus was detected by a fiste-
lography from the umbilicus, and a low density mass was detected under the abdominal 
wall between the umbilicus and the dome of bladder on a CT scan. 
   So she was diagnosed as an infected urachal cyst and operated on. The urachal cyst 
which was adhered to the peritoneum had penetrated both the umbilicus and bladder at the 
time of operation, Complete removal of the urachal cyst with partial cystectomy was done. 
We also reviewed the Japanese case reports of urachal cyst.








































は認められなかった.腹 部CTで は膀胱頂部か ら繍
部にわたって,腹壁正中に筋肉に比しdensityのや
や低い腫瘤を認めた(Fig.4).
以上の所見 より化膿性尿膜管嚢胞の診断を くだ し,
1985年7月16日全身麻酔下に手術を施行した.

































Fig.1.膀胱 鏡:頂 部 に 小 孔 を認 め る
Fig.4.腹 部CT:腹 壁 正 中 にdensityの低 い 腫瘤





Fig.5.術中所 見:膀 胱 高 位 切 開す る と,贋 か ら挿
入 した ネ ラ1・ンカ テ ー テ ルが頂 部 よ り出 て








































尿膜 管疾 患 の分 類 は,本 邦 では 辻 の 分 類1)が有 名 で
あ り,彼 は尿 膜 管 の発 生 学 的 立場 よ り(1)尿膜 管 の発
生異 常(2)尿膜 管 嚢 胞(3)後 天性 尿 膜 管 開 放症(4)尿
膜 管新 生 物 に 分 類 した.一 方,欧 米 で も諸 種 の分 類 が
報告 され て い るが,Blichert-Toft&VagnNielsen2)
の分 類 が よ く用 い られ る.こ れ は主 に 尿 膜 管 疾 患 の形
態 的 特 徴 に 重 点 を 置 い た もの で,(1)congenitalPa-
tenturachus(2)umblicalurachalsinus(3)ve・
sicourachaldiverticulum(4)urachalcyst(5)
alternatingsinusの5型に 分 類 され てい る。 しか し
現 実 の 臨 床 上 は,感 染 な ど の修 飾 を 受 け,原 疾 患 が ど
の分類 に あ て は ま る のか,明 確 でな い場 合 が 多 い よ う
であ る.自 験 例 は,生 下 時 よ り1歳 頃 まで 膀 よ りの尿
様 分 泌物 が あ った こ とよ り,辻 の 分 類ecよる(1)尿膜
管 の発 生 異常 が基 礎 に あ る こ と も推 定 され るが,現 実
に は 手 術 お よび摘 出標 本 の所 見 に よ り② の 尿膜 管 嚢 胞
に 感 染 を お こ し,こ れ が 濟 お よび 膀 胱 に 破 れ た と考 え
るの が 妥 当 で あ る.因 み にBlichert-Toft&Vagn
Niclsenの分 類 では(5)のalternatingsinusに相
当 す る もの と考 え られ る.
尿膜 管 嚢胞 は尿 膜 管 内腔 が 嚢 状 に 拡 張 し,膀 胱 お よ
び膀 との 交通 を有 さ ない も の1)と定 義 さ れ て い るが,
本 症 例 の よ うに 内腔 で化 膿 性 炎 症 を お こ し,pyoura-
chusの形 を と り,麟 又 は膀 胱 へ 破 れ て臨 床 的 に 発 見
され る場 合 が 多 い様 で あ る 。 本疾 患 は 前 述 した よ う
に,尿 膜 管 疾 患 分類 の 名称 不 統 一 と混 乱 に よ り尿 膜 管
化膿 症,尿 膜 管 喪 腫,尿 膜 管 膿 瘍,尿 膜 管 炎 症 性 肉芽
小谷 ・ほか:化膿性尿膜管嚢胞
Table1.本邦尿膜管嚢胞報告例(野 崎3),幾嶋4)の集計以後)

























































































































































































































































































































































岐 阜大 学 紀要(29)1135,198




























































































































































































*年 齢:単 位 は 歳 ,M:male,F:famale


























































































D辻 一 郎:尿 膜 管 の先 天 性 異 常,小 児 泌 尿器 科 の
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結 語
24歳女性に発症した化膿性尿膜管嚢胞の1例を報告
